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脅住民基本台帳登録数　　　　 　前月比
　男　　 　８９，３５６人　　　　　 ２６人増
　女　　 　９０，２３３人　　　　　 ２１人減
　計　　　１７９，５８９人　　　　　 ５人増
世帯数　 ８１，６００世帯　　　　 ２９世帯減
脅外国人登録数　　　　　　 　４，２６８人
合計（住民基本台帳登録数＋外国人登録数）　１８３，８５７人

人口と世帯数 平成２１年８月１日現在

伝言の登録

　災害用伝言板へのアクセス　閣　　伝言の登録　　閣　送　信

伝言の確認

　災害用伝言板へのアクセス　閣　　　　　　　　　閣　検　索

　

こ
れ
ま
で
の
地
震
に
備
え
た

防
災
マ
ッ
プ
を
最
新
版
に
し
、

水
害
に
備
え
た
浸
水
予
想
区
域

　

日
中
に
市
税
の
納
付
や

納
税
相
談
が
で
き
な
い
方

の
た
め
に
、
夜
間
窓
口
を

開
設
し
ま
す
の
で
、
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

と　

き　

８
月　

日（
火
）

２５

　

午
後
５
時
～
８
時

と
こ
ろ　

市
役
所
２
階
収

納
課（
入
口
は
庁
舎
北
側
）

※
来
庁
の
際
は
納
税
通
知

書
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

収
納
課
緯　
０４２

（
３
４
６
）
９
５
２
７
・

９
５
２
８

◇
市
民
税
・
都
民
税
の
普

通
徴
収
（
第
２
期
）

◇
国
民
健
康
保
険
税
（
第

２
期
）

※
納
付
は
、
８
月　

日
３１

（
月
）
の
納
期
限
ま
で
に

お
願
い
し
ま
す
。

※
便
利
で
納
め
忘
れ
の
な

い
口
座
振
替
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

8月

今月の
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夜
間
納
税
窓
口

８
月　

日
（
火
）
に
開
設

２５

1
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問
合
せ　

防
災
安
全
課
緯　
０４２

（
３
４
６
）
９
５
１
９

 
怯
耐
震
フ
ォ
ー
ラ
ム　

ビ
ル
等

の
耐
震
化
最
前
線　

緊
急
輸
送

道
路
沿
道
建
物
の
耐
震
化

と　

き　

８
月　

日
（
木
）　

２７

午
後
２
時
か
ら

と
こ
ろ　

都
庁
大
会
議
場

申
込
み　

耐
震
フ
ォ
ー
ラ
ム
事

務
局
へ
緯　

（
６
２
７
７
）
７

０３

８
８
９

怯
耐
震
化
セ
ミ
ナ
ー
、
個
別
相

談
会

と　

き　

８
月　

日
（
土
）　

２９

午
後
１
時
か
ら

と
こ
ろ　

都
庁
大
会
議
場

申
込
み　

日
本
地
主
家
主
協
会

へ
緯　
（
３
３
２
０
）６
２
８
１

０３

怯
木
造
住
宅
・
ビ
ル
マ
ン
シ
ョ

ン
耐
震
改
修
工
法
等
展
示
会
、

木
造
住
宅
耐
震
相
談
会

と　

き　

８
月　

日
（
月
）
～

３１

９
月
２
日
（
水
）　

午
前　

時
１０

～
午
後
６
時
（
２
日
は
午
後
５

時
ま
で
）

と
こ
ろ　

新
宿
駅
西
口
広
場

怯
マ
ン
シ
ョ
ン
耐
震
セ
ミ
ナ

ー
、
個
別
相
談
会

と　

き　

９
月
５
日
（
土
）　

午
後
１
時　

分
～
５
時

３０

耐
震
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

と
こ
ろ　

都
庁
都
民
ホ
ー
ル

申
込
み　

東
京
都
マ
ン
シ
ョ
ン

管
理
士
会
へ
緯　

（
６
４
１

０３

３
）
８
７
２
７

問
合
せ　

東
京
都
都
市
整
備
局

建
築
企
画
課
緯　
（
５
３
８
８
）

０３

３
３
６
２

 　

８
月　

日
（
日
）
か
ら
９
月

３０

５
日
（
土
）
ま
で
は
、
防
災
週

間
で
す
。
こ
の
機
会
に
、
地
震

が
発
生
し
た
と
き
の
対
処
法
な

ど
を
家
族
で
話
し
合
い
、
防
災

行
動
力
を
高
め
ま
し
ょ
う
。

▽
家
具
な
ど
は
、
転
倒
・
落
下

防
止
の
た
め
に
、
金
具
や
器
具

を
用
い
て
壁
や
床
に
固
定
し
て

お
く

▽
避
難
に
備
え
、
ス
リ
ッ
パ
や

運
動
靴
を
用
意
し
て
お
く

▽
家
屋
・
塀
の
強
度
を
確
認
し
、

必
要
に
応
じ
て
補
強
す
る

▽
過
去
の
地
震
の
教
訓
を
生
か

し
、
自
宅
周
辺
や
地
域
の
危
険

個
所
を
確
認
し
て
お
く

▽
防
災
訓
練
に
参
加
し
て
、
初

期
消
火
や
通
報
・
避
難
要
領
な

ど
を
身
に
付
け
る

問
合
せ　

小
平
消
防
署
予
防
課

緯　

（
３
４
１
）
０
１
１
９

０４２ 防

災

行

動

力

を

高

め

よ

う

い
る
団
体
な
ど
に
限
定
し
、
営

利
活
動
を
し
て
い
る
団
体
の
出

店
は
で
き
ま
せ
ん

▽
自
店
舗
か
ら
発
生
し
た
ご
み

類
は
各
自
の
責
任
で
必
ず
持
ち

帰
っ
て
く
だ
さ
い
（
利
用
者
か

ら
返
却
さ
れ
る
容
器
類
を
含

む
）

▽
出
店
区
画
数
に
限
り
が
あ
り

ま
す
の
で
、
申
込
み
多
数
の
場

合
は
抽
選
に
な
り
ま
す

申
込
み　

８
月　

日
（
金
）
の

２８

午
後
５
時
ま
で
（
土
曜
・
日
曜

日
を
除
く
）
に
、
小
平
商
工
会

へ
（
電
話
不
可
）

問
合
せ　

小
平
商
工
会
緯　
０４２

（
３
４
４
）
２
３
１
１
、
市
民

ま
つ
り
実
行
委
員
会
事
務
局
緯

　

（
３
４
６
）
９
５
３
２

０４２

　

皆
さ
ん
の
疑
問
や
提
案
を
市

長
が
直
接
お
聞
き
し
ま
す
。
ぜ

ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と　

き　

９
月　

日
（
土
）　

１２

午
後
７
時
～
９
時

と
こ
ろ　

西
部
市
民
セ
ン
タ
ー

※
今
後
の
開
催
日
な
ど
は
、
市

報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

問
合
せ　

秘
書
広
報
課
緯　
０４２

（
３
４
６
）
９
５
０
８

　

今
年
の
小
平
市
民
ま
つ
り

は
、　

月　

日
（
日
）
に
、
あ

１０

１８

か
し
あ
通
り
を
中
心
に
開
催
し

ま
す
。

　

当
日
、
模
擬
店
な
ど
の
出
店

を
希
望
す
る
団
体
・
グ
ル
ー
プ

を
募
集
し
ま
す
。

出
店
会
場　

仲
町
第
二
公
園
内

費　

用　

参
加
費
３
千
円
、
保

険
料
１
千
円

出
店
条
件　

▽
福
祉
活
動
団
体

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
て

　

田
中
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
中
か

ら
、
工
芸
家
と
し
て
初
め
て
文

化
勲
章
を
受
章
し
た
香
取 
秀  
真 

ほ
つ 
ま

や
香
取
正
彦
、
後
藤
年
彦
な
ど

の
金
工
作
品
を
中
心
に
展
示
し

ま
す
。

と　

き　

９
月
２
日
（
水
）
～

　

月　

日
（
日
）　

午
前　

時

１０

１８

１０

～
午
後
４
時

※
な
る
べ
く
、
午
後
３
時　

分
３０

ま
で
に
入
館
し
て
く
だ
さ
い
。

※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。

観
覧
料　

一
般
…
３
百
円
（
２

百　

円
）、
小
・
中
学
生
…
百　

２０

５０

円
（
百　

円
）

１０

※
カ
ッ
コ
内
は
、
団
体　

人
以

２０

上
で
す
。

休
館
日　

火
曜
日
（
祝
日
に
当

た
る
と
き
は
そ
の
翌
日
）

※
展
示
替
え
の
た
め
、
８
月　
３１

日（
月
）は
臨
時
休
館
し
ま
す
。

問
合
せ　

平
櫛
田
中
彫
刻
美
術

館
緯　
（
３
４
１
）０
０
９
８
、

０４２

生
涯
学
習
推
進
課
緯　

（
３
４

０４２

６
）
９
５
７
４

聞
、
プ
ラ
ン
タ
ー
な
ど
）
を
置

い
て
い
な
い
か

▽
非
常
持
ち
出
し
品
が
常
備
さ

れ
て
い
る
か
（
右
の
チ
ェ
ッ
ク

リ
ス
ト
参
照
）

▽
避
難
す
る
場
所
が
確
認
で
き

て
い
る
か

▽
家
族
が
離
れ
離
れ
に
な
っ
た

と
き
の
安
否
確
認
方
法
は
決
め

て
い
る
か
（
右
下
の
図
参
照
）

 　

災
害
時
に
は
、
ご
近
所
で
お

互
い
に
協
力
し
、
助
け
合
う
こ

あ
な
た
の
ま
ち
に
も 

自

主

防

災

組

織

を
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/

.
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と
が
、
被
害
の
軽
減
に
つ
な
が

り
ま
す
。
地
域
の
皆
さ
ん
で
話

し
合
い
、
自
主
防
災
組
織
を
つ

く
り
ま
し
ょ
う
。

　

現
在
、　

の
自
主
防
災
組
織

４２

が
市
内
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

市
で
は
、自
主
防
災
組
織
の
防

災
資
器
材
の
購
入
費
や
運
営
経

費
な
ど
の
一
部
を
補
助
し
て
い

ま
す
の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

 　

総
合
防
災
訓
練
は
、
市
民
、

総

合

防

災

訓

練

-

/
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▽
家
の
耐
震
補
強
が
さ
れ
て
い

る
か

▽
家
具
の
転
倒
・
落
下
の
防
止
、

ガ
ラ
ス
の
飛
散
防
止
な
ど
の
対

策
を
と
っ
て
い
る
か

▽
出
入
り
口
付
近
に
避
難
の
障

害
に
な
る
よ
う
な
も
の
（
古
新

わ
が
家
の
地
震
対
策

チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト

-

/

.
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d
d

d
d
d
d
d
d
d
d
d
d
d
d
d
d
d

図
を
作
成
し
、

裏
面
に
掲
載
し

ま
し
た
。
洪
水

時
に
危
険
な
場

所
、
危
険
の
程

度
を
示
し
て
い

ま
す
。

　

近
年
、
各
地

で
発
生
し
て
い

る
局
地
的
集
中

豪
雨
な
ど
に
備

え
、
避
難
な
ど

の
対
策
を
講
じ

る
、
建
物
を
建

築
す
る
際
に
浸

水
被
害
の
防
止

の
た
め
の
配
慮

を
す
る
な
ど
、

水
害
に
強
い
生

活
様
式
を
工
夫

し
て
い
た
だ
く

こ
と
を
目
的
と

防
災
関
係
機
関
お
よ
び
行
政
が

一
体
と
な
っ
て
、
地
域
の
防
災

力
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
に
行

い
ま
す
。

　

家
族
そ
ろ
っ
て
参
加
し
、
災

害
時
の
適
切
な
行
動
や
、
備
え

に
つ
い
て
、
も
う
一
度
確
認
し

ま
し
ょ
う
。

と　

き　

８
月　

日（
日
）　

午

２３

前
９
時
～
正
午

と
こ
ろ　

小
平
第
二
中
学
校

問
合
せ　

防
災
安
全
課
緯　
０４２

（
３
４
６
）
９
５
１
９

地震などの
　災害に備えましょう

●災害用伝言ダイヤル「１７１」

●災害用伝言板

家族の安否確認には

災害後のために備えておく物

（おおむね３日分が目安）

〈二次持出品〉

災害発生時、最初に持ち出す物

〈一次持出品〉

□食料（缶詰、レトルト食品、ドライフー

ズ、栄養補助食品など）

□非常食（乾パン、缶詰など）

□飲料水

□食料（調味料、スープなど）□簡易トイレ

□食料（チョコレート、あめなど）□携帯ラジオ（予備の電池）

□飲料水（１人、１日３位×３日分）□懐中電灯（予備の電池・電球）

□簡易トイレ□ヘルメット（防災ずきん）

□燃料（卓上コンロ、予備のガスボンベ、

固形燃料など）

□ライター（マッチ）

□ナイフ、缶切り、栓抜き

□毛布、タオルケット、寝袋など□ティッシュ（トイレットペーパー）

□洗面用具（歯ブラシ、せっけんなど）□タオル

□なべ、やかん□ビニール袋

□食器（割りばし、紙皿、紙コップなど）□上着

□ラップ、アルミホイル□下着

□ウェットティッシュ、トイレットペー

パー、使い捨てカイロ、マスク、新聞

紙、裁縫セット

□軍手（手袋）

□救急医薬品（傷薬、ばんそうこ

う、解熱剤、かぜ薬、胃腸薬など）

□予備の眼鏡、補聴器など□常備薬（持病の薬）

□工具類（ロープ、バール、スコップな

ど）

□貴重品（通帳、印鑑など）

□現金

□□健康保険証（写し）

□□

非常持ち出し品チェックリスト

　地震などの大規模災害発生時、「１７１」とダイヤルし、

利用ガイダンスに従って伝言の録音・再生ができます。

し
て
い
ま
す
。

※
こ
の
地
図
は
、
東
京
都
作
成

の
浸
水
予
想
区
域
図
か
ら
小
平

市
に
関
し
て
ま
と
め
た
も
の

で
、
市
が
独
自
に
調
査
し
た
も

の
や
過
去
の
浸
水
履
歴
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

配
布
場
所　

防
災
安
全
課
（
市

役
所
３
階
）、
東
部
・
西
部
出

張
所

香取正彦作「華水注」

秋
季
展
示

小
平
小
平
市市

防
災
マ
ッ
プ

防
災
マ
ッ
プ
、、

小
平
小
平
市市

浸
水
予

浸
水
予
想想

区
域
図
を
作

区
域
図
を
作
成成

平
櫛
田
中
彫
刻
美
術
館

第３４回

小平市民　

　　まつり

出店団体募集

タタタタタタタタタタタタウウウウウウウウウウウウタウンンンンンンンンンンンンン
ミミミミミミミミミミミミーーーーーーーーーーーーテテテテテテテテテテテティィィィィィィィィィィィンンンンンンンンンンンンミーティングググググググググググググ

市民と市長の
対話集会

携帯電話から、「災害用伝言板」を利用することができます。

録音方法　繋詣繋→繋→（醐醐醐）醐醐醐崖醐醐醐醐→　録　音

再生方法　繋詣繋→罫→（醐醐醐）醐醐醐崖醐醐醐醐→　再　生

隔　　　　　　　　隔
被災地の方の自宅などの電話番号を市外局番からダイヤル

革　　　　　　　　革

※詳細については、ご利用の通信会社にご確認ください。

確認したい人の
携帯電話番号の入力

地震などの
　災害に備えましょう


